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 2020年 12月 24日に「2021年度 授業実施方針」を周知しましたが、この方針を策定するにあたって、

本学における新型コロナウイルス感染拡大防止のための危機管理ステージ「1」を想定しておりました。

しかし、今般の状況を鑑みて、本学の危機管理対策本部会議にて検討した結果、2021年度は当面、ステ

ージ「2」の状況で授業等を展開することが決定しましたので、授業実施方針も一部変更します。 

 なお、年度途中で状況が改善され、危機管理ステージが「1」に変更となった場合は、当初の「2021年

度 授業実施方針」に基づき、授業等を展開いたしますことを申し添えます。 

 

 

2021年度 授業実施方針 

（本学危機管理ステージ「2」の場合） 

 

2021年度は、今年度と同様に学生及び教職員の健康を最優先しつつ、新型コロナウイルス感染防止対

策を徹底し、以下に基づき授業を展開していきます。 

 

１．講義 

本学施設の収容規模に基づき、大人数（160 名以上）が履修する科目は遠隔授業とし、それ以外の科

目についても、原則、遠隔授業とします。ただし、実験、実習、演習ならびに開講年次が 1～2 年次の

科目、資格や国家試験に関わる科目は、新型コロナウイルス感染対策を徹底し、万全の環境が確認出来

た場合に限り、授業を対面で実施します。 

 

（１）対面での座席配置は、教室の試験時の座席数を目安として、3 密（密閉、密集、密接）を回避し

ます。 

（２）マスクの着用を義務付けます。 

（３）入室と退出時に手指消毒の徹底を義務付けます。 

（４）気候条件等を加味しながら、定期的に換気を実施します。 

 

２．実験・実習・演習・実技科目 

原則、遠隔授業として実施しますが、以下の科目については、新型コロナウイルス感染対策を徹底し、

万全の環境が確認出来た場合に限り、対面で実施します。 

【農食環境学群共通】 

・専門ゼミナール、卒業論文 

【獣医学群獣医学類】 

・専修教育コース別科目（特論は除く） 

【獣医学群獣医保健看護学類】 

・獣医保健看護学演習、卒業論文 



【大学院共通】 

・演習、特別演習、特別実験、特別実験・実習、総合研究、特別調査、特別研究、研究実験 

 

（１）原則、グループの人数（出席者）を少なくして実施します。 

（２）対面での座席配置にならないように、ソーシャルディスタンスを確保して実施します。 

（３）手指消毒の徹底を義務付けます。 

（４）マスクの着用を義務付けます。 

（５）気候条件等を加味しながら、定期的に換気を実施します。 

（６）学外での実習の場合は、実習の 2週間前から毎朝の検温および風邪症状の確認を徹底し、その期

間内においては、感染リスクが回避できない場所への外出を控えるように指導します。 

 

以上 


